
多分野の協働（異分野融合）
化学、生物学、環境科学、
都市工学、計算科学など

新型コロナ・
パンデミック

都市環境データに基づく
科学的・客観的指標
個人情報に抵触しない
データの利活用

情報公開

1. 感染流行の早期発見
2. 自治体や医療機関の早期対応
3. 市民の行動変容の促進
「誰も取り残さない感染症対策の地域モデル」

種々の感染症への対応を可能にする安心・安全なデータ社会の創生を目指す

総合知の活用・展開レベル

社会実装のレベル2020年

安心・安全なデータ社会

◆ 都市環境データの複数の省庁・制度に分断された管理
◆ 共通指標として統合・活用するための制度が不十分

分野横断的な連携、データ共有を
前提とした体制構築を国レベルへ

地域・自治体レベル 国レベル

種々の新興・再興感染症
への活用・展開

⚫ データの基盤整備
⚫ AIの活用（予測）
⚫ シミュレーション

ワンヘルス
（ヒト、家畜、環境）

現状の到達点

現状の到達点

今後の展開

今後の課題

種々の感染症への対応を可能にするデータ社会の基盤構築

情報・システム研究機構 （有田 正規）

総合知により目指すビジョン / 解決する社会課題

都市環境データは省庁・制度ごとに分かれて管理されており、共通

指標として利活用するための制度やガバナンスが未整備であったこ

と。分野をまたいでデータを共有できる体制の構築には、国レベル

の連携が必要なこと。

ビジョン達成の課題

化学、生物学、環境科学、都市工学、計算科学など多分野の専門家

が協働し、都市環境データをもとに新たな感染指標の創出し、情報

公開の体制を整えた。感染の早期発見、自治体や医療機関の早期対

応、市民の行動変容の促進など、誰も取り残さない地域モデルを創

出できた。

「矩」を超えた場づくり / 得られた新たな価値

種々の感染症へ対応できる安心・安全なデータ社会の創生を目指

す。そのために、個人情報に抵触しない都市環境データを活用し、

感染や流行の動態を示す科学的かつ客観的指標を作りだす。

強い感染力を持って重篤な症状を引き起こした新型コロナウイルス感染症は、公衆衛生や保健・医療システムの脆弱性を浮き彫りにした。本取組では、ポスト・コロナ時

代における新興・再興感染症にも備えるため、個人情報にあたらない都市環境データから感染や流行に関する科学的かつ客観的な指標づくりに取り組んだ。あわせて、

都市環境からのウイルス検出・ゲノム解析の技術開発や、データ公開の仕組みづくりを進め、地域での流行の早期検知や実態の把握を試みた。社会実装においては、自

治体や医療現場との連携が重要であることも明らかにした。

① 総合知活用の実践を行う事例 ② 総合知人材の育成を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例



種々の新興・再興感染症にも対応可能なポスト・コロナ社会の情報基盤の構築

JST CREST コロナ基盤「超高感度ウイルス計測に基づく感染症対策データ基盤」（2020～2023年度）

都市環境

公共スペース下水

公的
データベース

公的
データポータル

ゲノム
解析

ゲノム解析による
感染性予測

超高感度
ゲノム増幅技術

数理
モデル
解析

ゲノム
データ

検出
データ

ウイルスの検出

空気

数理モデル解析による
流行予測

化学

環境情報学生命情報学 数理科学都市工学

情報の集約、統合、公開

環境科学

データを活用した
分析・予測

異分野融合

社会科学との連携

統計学

情報学

社会学

データサイエンス

⚫ 超高感度ゲノム増幅技術の活用
⚫ 都市環境からのウイルス検出とゲノム解読

➢ 下水
➢ 公共スペース
➢ 空気

社会データを加味した【総合知】
⚫ 社会統計
⚫ 産官学連携

➢ 国
➢ 自治体
➢ 市民
➢ 企業
➢ アカデミア

個人情報を伴わない
都市環境データからの
科学的かつ客観的な
感染性および流行に関する指標の探索

ゲノムの解読

国際連携米国
欧州

国際連携

欧州

３つのフェーズ

①②③

①

②

③



社会実装例：感染症対策の地域モデルの確立（４つの段階：ア～エ）

2025年度 「STI for SDGs」アワード 優秀賞 「下水モニタリングの情報発信による市政の価値創造と感染症への意識変革」

（ア） （イ）

（ウ） （エ）
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